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中島映至会員が第7回日産科学賞を受賞

学会外各賞候補者推薦委員会

　このほど，中島映至会員（東京大学気候システム研

究センター）が「人工衛星を利用した地球大気の粒子

環境に関する気候学的研究」によって第7回（1999年

度）日産科学賞を受賞しました．授賞式は2000年3月

22日に経団連会館（東京都千代田区）で行われ，廣田

理事長の列席のもと，中島会員にメダルと賞金が授与

されました．

　日産科学賞は，日産科学振興財団が「自然科学分野

（人文・社会科学分野との複合領域を含む）で学術文化

の向上に大きな貢献をした50歳未満の公的研究機関に

所属する研その内容を以下に究者」を対象として，毎

年原則2名に授与しているものです．受賞候補者の募

集は，上記財団が依頼した学協会の代表者等の推薦に

基づきます．気象学会では，1995年に「学会外各賞候

補者推薦委員会」を組織し，学会外の諸団体が主宰す

る各賞の受賞候補者を選考・推薦してきました．気象

学会からの推薦による日産科学賞の受賞者は第2回

（1995年度）の中澤高清会員（東北大学）に続いて中島

会員が2人目です．

　今回受賞対象となった研究の概要について，中島会

員から紹介記事を頂きましたので，その内容を以下に

掲載します．

会員の広場≡≡≡

第7回日産科学賞を受賞して

　今回は，日産科学賞をいただき光栄に感じておりま

す．受賞に当たっては気象学会から貴重な御支援をい

ただいたことが大変力になったと思います．この場を

借りてお礼を申し上げます．

　受賞の対象にしていただきました「人工衛星を利用

した地球大気の粒子環境に関する気候学的研究」は，

私が25年にわたってこだわってきたエアロゾルと雲に

関するものです．半径が0．1ミクロンから数ミクロンほ

どの大気浮遊微粒子であるエアロゾルやより大きな雲

粒などの大気粒子は，太陽放射と赤外放射を散乱・吸

収・射出することによって地球の気候形成に大きくか

かわっています．しかしその影響メカニズムは複雑で，

古くから大気科学の重要な研究分野のひとつとして研

究されてきました．最近ではイギリス気象局や米国の

研究者の先駆的な仕事（Charlsonαα1．，1992；Mit－

che116！α1．，1995）を契機に，温暖化問題と結びつけ

られて広い分野から関心を多く集めるようになりまし

た．現在準備中である気候変動に関する政府問パネル

（IPCC）の第3次報告書においてもかなりのスペース

をさいて取り上げられているところです．

　人間起源エアロゾルは工業活動で排出される大気汚

染ガスや森林火災から生成されますが，それは砂漠等

から放出される土埃や海塩エアロゾルに比べて非常に

サイズが小さいために（中島，1999），太陽光を効率良

く反射し，地球を冷やします．従って，エアロゾル粒

子のサイズを人工衛星から求めることができれば，こ

のような人間起源の微少エアロゾルの全球スケールの

検知に役立ちます．私は1995年当時，学生の1人と一

緒に，NOAA衛星に搭載されているAVHRRセン
サーの赤色チャンネルと，その外側の近赤外チャンネ

ルの画像から，このようなエアロゾル・サイズを求め

る研究をしていました．最初の全球分布画像は分解能

の粗い非常にみすぼらしいもので，おまけに中緯度の

ところどころに微少エアロゾルの存在を示す赤い斑点

がノイズのように見受けられるものでした．「ノイズっ

ぽいから，もう1回，プログラムを総点検」と言おう
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とした途端に，椅子から転がり落ちそうになりました．

赤い点の位置が世界の中緯度の大都市と一致していた

からです．これが中緯度工業域で発生する微少エアロ

ゾルの全球分布を初めて衛星で捕らえた瞬間でした．

今では解析プログラムの改良によって，中高緯度の工

業地帯から流れ出す大規模な微小エアロゾル層や，森

林火災起源の微少エアロゾル粒子が赤道域をベルト状

に取り巻いている様子を一目瞭然で見ることができる

ようになりました（Nakajima　and　Higurashi，1998；

Higurashiαα1．，1999）．この研究はその後，GEWEX

のGACP（Global　Aerosol　Climatology　Prolect）が

スタートする中でNASAの同様な研究（Mishchenko

6砲1．，1999）を誘発するなど，インパクトのある研究

になったと思います．

　このようなエアロゾル研究をしていた時から，いろ

いろな事に首をつっこむ性格の私は，同時に，それで

は雲はどうなんだと言うことが非常に気になっていま

した．1987年にオレゴン州立大学のJimCoakley博士

が，船の排出物によって形成される筋状の航跡雲現象

を再発見して（Coakley6！α1．，1987），人間起源エア

ロゾルが全球スケールでも雲をも変えるかも知れない

ということが認識され始めた時期でもありました．エ

アロゾルが雲に注入されると，雲核となって働き，雲

粒数の増加や雲粒径の減少を引き起こします．その結

果，雲は光学的に厚くなるために雲の反射率が増加し，

地球はさらに冷える可能性が生まれます．しかし，そ

のメカニズムは非常に複雑で，現在でも議論が収束し

ていません．例えば，IPCC第3次レポートのとりまと

めの過程でも，このようなエアロゾルの問接効果の大

きさは一2W／m2から0までばらついていてその不確

定性は第2次報告書時から縮まっていない印象を受け

ます．

　この問題については1987年頃から始めたNASAで

の研究（Nakajima6砲1．，1991）を発展させて，私な

りに別の学生と一緒に研究をやってみました．今度は

AVHRRセンサーのさらに外側にある中間赤外チャ

ンネルを使いました．この3．7ミクロンチャンネルには

水の光吸収があるために，大粒子を含む雲は暗く見え

ます．得られた結果を見ると，エアロゾルの多い大陸

付近で系統的に雲粒子が小さくなっていることがわか

りました（Nakajima　and　Nakalima，1995；

Kawamoto61α1．，2000）．これ自体はNASAのBill

Rossow博士のグループが何年も前に得た事実ですが

（Han6！α1．，1994），私のグループではエアロゾルと雲

の研究を同時に行ったことがユニークな点であると

思っています．最近，両者の解析結果が集まり始めた

のでこれを調べてみると，人間活動等によって微少エ

アロゾルが増加すると低層の雲粒の数が増えて，雲の

反射率が増加する特徴的な傾向が見えてきました．強

度は異なりますが，航跡雲現象に似た現象が全球規模

でも起きているようです．アマゾン付近では雲粒が10

年くらいのスケールで減少しているようにも見えま

す．

　以上のような研究を通して人問活動とともに変動す

る地球の粒子環境の変調が見えてきたのではないかと

思っています．

　述べてきたような再現のきかない地球環境の研究を

通して私が学んだことは，やはりコロンブスの卵は偉

大だと言うことでした．新しい事を言うのはものすご

，くエネルギーがいると思います．紹介した研究は足か

け10年かかりましたが，膨大な衛星データとそれを解

析する人材，機械やソフトウェアをこつこつ蓄積する

ことが必要でした．積み木のように研究を積み上げる

このような過程はかなり視界が悪いものでした．しか

し，このような見通しの悪い状況で大胆な研究のス

トーリーをデッサンすることが大切ではないかと思っ

ています．若い人たちにはこの点を伝えたいと思って

います．

　今後は，これらの衛星観測からの知見を数値気候モ

デルによって解釈したり，知見をモデルに反映させた

りする研究がおもしろいと思っています．すでに気候

システム研究センターでは，エアロゾルや雲の微物理

構造のシミュレーションやその気候影響の研究など

（Emori6厩1．，1999）を学生さんや他機関の共同研究

者とともにやっていますが，このようなモデル研究に

おいても，衛星からの観測結果が役立っています．こ

の例でも示されるように，組織的な気候研究機能と教

育機能をあわせ持つ気候システム研究センターという

環境も，私の研究に大きなアドバンテージを与えてく

れたと思っています．事実，受賞した研究は学生さん

たちとやってきたものです．何年も何年も，この無秩

序で無鉄砲な研究生活を支えてくれたまわりの方々に

感謝しなければと思っています．ありがとうございま

した．

　　（東京大学気候システム研究センター　中島映至）
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2000年度春季大会における保育施設斡旋のお知らせ

2000年度春季大会実行委員会

　標記大会（5月24～26日，つくば国際会議場）に参

加される会員のため，下記の要領で保育施設の斡旋を

行います．

（1）会場近くの一時保育施設についての情報を提供い

　　たします．利用に際しましては，実行委員会を通

　　さず当該施設に直接申し込んでいただきます．

（2）一時保育施設を利用する会員には，実行委員会で

　　費用の一部を補助します．利用を予定される方は

　　5月19日（金）までにご連絡ください．

　施設についての問い合わせ，および補助希望のご連

絡は，保育施設担当係（下記）までお願いします．

連絡先：〒305－0052茨城県つくば市長峰1－1

　　　　気象研究所環境・応用気象研究部　清野直子

　　　　TEL：0298－53－8615，FAX：0298－55－7240
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